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第 2 表: 田畑所有高別• 貢納高坷階層構成'.  

(安永8 年〉

面 ’癀 戶.數 貢 納 / 高:': 戶 m

1 町以上 2 永 1 實女以上ヾ 4

1町一职 8" 1 .賞一700文 ；• 7

5反…-4反 7 700文一50b文 12 /

4反一3庚 8 500文--400文 10

販 一2反 . ‘. 29 400文一300文 15

2反一1反 15 3Q0文一200文 16

1 反以下 5 200文一；100文 9

1 0 0文以卞 1
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狀
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解
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し
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積
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け
る
階i
成
の
差
異
の
原 

.

因
は
、
畑
地
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開
き
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面
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の
大
小
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地 
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i
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る
か

(
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そ
の
持
高
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大
き
な
影
響
を
興
え
る
と 

一

K

ぅ
事
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き
な
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居
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、
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影
響
さ
れ 

.て
い
る
。

」

安
永
八
年
の「

御
年
貢
勘
定
帳」

に
依
る
第
三
表
は
、
こ
れ
ら 

の
諸
年
貢
の
比
重
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
年
貢
勘
淀
帳
の
最
初
に
書
か
れ 

た
，韻
方
一
反
の
取
永
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
の®
®に
乘
じ
た
も
の
と
、
同 

_じ
安
永
八
年
の
-「

漆
御
年
貢
田
方
小
物
成
勘
定
帳

」

の
田
方
の
米
代
永
と 

-

を

す

途

驚

.'>
:し
て
、.
.小物
威
と
：の
比
較
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
.面
積 

で
は
三
•十
七
％
を
占
め
，て
い
た
切
畑
が
こ
の
取
永
の
表
で
.は
、
十
二 
.
八 

%
と
云
ぅ
極
度
.の
縮
少
.を
,̂
せ
、•上
畑
中
畑
は
面
積
の
場
合
と
は
反
對
に、

. 

.七
％
、
六
％
の
增
加
を.み
せ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。こ
の
樣
な
面
積
と
取 

.

永
の
：百
分
率
の
大
き
な
差
は
、.こ
の
村
の
土
地
の
貧
衝
と
、
上
中
畑
の
面 

.

積
の
限
界
：と
を^
!叫
つ
て
い
ー
る
办
に
他
な
ら
な
い
。

一
方
小
物
成
は
全
貢 

1納
高

，の

，
ー

〇
.七
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
多
い
敷
と
は
一

K

え
な 

.
い
け
れ
ど
も
、
小
物
成
の
中'で
は
六
割
を
占
め.て
い
る
漆
に
.つ
い
て
と
こ 

.

で
し
ば
ら
く
注
目
し
て.み
た
い
と
思
5
。
 

.

 

.:
安
永
八
年
.：(

一
七
七
九)

の「

漆
御
年
貢
田
方
小
物
成
勘
定
帳

」

の
最 

初

の

頁

に

こ

，
の
村
の

'漆
年
貢
土
納
の
變
遷
に
つ
い
て.の
記
載
が
.見
ら
.れ

第 3 秦本途物成 • 小 物 比 較 表 （安永八年)
■> ：

田畑類- 別 •ニ反に付いそ 
の 取 ，永 面 積 總面積に付い 

て の 取 永 .百分率

上 畑 ： 218文6分4厘 . 29反3献4步 _ 1 5 文 15.3
中 ， 畑 1 6 8 .1 1 52—*！*—3 - 8. 764 20.8

下 .畑 127. 3 1 69—4—3 8, 839 21.4
下 畑 56. 3 5 6 0 4 —8 3, 402 8.1
切 畑 39. 0 6 136—4—2 し 5. 402 12.8

屋 敷 地 195. 3 6 lo—5t~6 3. 038 7.2

下 田 ' — .. 0—7—1 1 公 1 . 628 8.8
下 々 田 1 • •1 2 - 7 —0 / '"~ -

. ■丄 ：

溱 *----- 2. 838 6.7

綿 -----... *~ ■ 975 2.3

轴 189 ' 0.4

魚占 - *— 546 1.B

合  許 --- 42貫036文 100

.慕
末
期
に
お
.け
る
：村
落
窮
乏
.の
-
例

.る
。
ご
の
記
載
と
村
明
細
帳
に
依
つ
て
こ
の
村
の
漆
生
產
に
つ
い
て
み
る 

:

と
、
こ
の
村
の
漆
年
貢
は.領
主
.'
'
*
-
卽

ち

幕

府

の

賈

上

げ

の

形

で

上

納

さ

れ 

て
い
た
。
と
，め
樣
な
形
が
何
年
頃
か
ら
始
ま
づ
，て
い
た
か
は
知
る
こ
と
が 

■
出
来
な
い
.が
、.
.
.
寬
保
三
年
-1:

七
.

a 
一一一
 y

の
.「

村
差
出」
：
に
次
の
如
く
記

.

.

.
ざ
れ
：て
い
る
？
：...：
<

，

.「

1、
'芷
漆
七
百
四
拾
三
匁
.
.
納
、
是
ハ
買
納
仕
候 

• '

一
、
溱
四
貫
五
.拾
七匁

：：

-

代
金
納
.

.

'

.

.

:右
贰

ロ

合

五

貫

威

百

目

、
.
此

元

永

三

貫

六

百

四

拾

文

被

下

之

候 

.
外

漆

七

貧

八
.
百

目

漆

木

枯

候

4

件

、

去

卯

ョ

リ

來

ル

子

迄

、
.十
ヶ
年
御 

免

」

 

.

:

.,

と
あ
り
、
又
寬
政
十
ー.年

-ー：七
九
九〉

.

.の.

御
改
書
上
扣
帳」

に

,
4
- 

.

:
...

.
「I

、

永
五
貫
三
文
貳
分
五
厘
壹
毛
漆
代
金
納'

.

-

.

'

此
漆
七
貫
八
拾
.四
匁
煎
分
：
' 
:

.

:

漆
四
貫
目
壹
捕
.

11

付
.金
五
兩
貳
分
贰
朱
替
之
內 

.

.
但

シ

.漆
壹
茛
目
一
一
付
元
永
七
百
宛
被
宛
被
下
候
分
引
之
.
'. 

殘
金
贰
m
三
分
永
七
十
七
文
四
分.

」

.

.
/

■

と
あ
'る
處
か
ら
少
ぐ
と
も
近
世
後
期
に
つ
、い
て

は

、そ

れ

が

^

い

得

る

こ 

.ど
と
思
わ
れ
る
0
.賈
上
げ
の
價
格
は
、
生
漆
一.貫
目
に
.付
永
七
.百
文
で
あ 

る
。
從
つ
，て
寬
政
十
一
年
に
は
買
上
代
金
は
、
永
四
貫
九
百
五
十
八
文
九 

.分
四
厘
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、',
■>-

」

の
年
は
全
部
が
代
金
納
の
形
な
の
で 

:.
寶
際
疙
貢
租
.と
1
て
納
め
ら
れ
る
の
は
、
漆
七
賞
八
拾
四
匁
贰
分
の
代
金 

と
し
て
の
_元
永
九
貫
九
百
六
十
一
一

.文
餘
り
が
ら
、
.：前
述
の
賈
上
代
金
を
引

:

.

.

八
五
' 

(

-'
七
三
.

)



.

':m

田
擧
會
雜
餘
.
第
四
.十
.A-
卷
' き
一

號

.

.

.

•

 

.

 ,

 '

 

. 

•

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

い
た
殘
り
の
永
五
1
ー1產
り
と
な
る
.わ
：け
で
あ
る
0
:

-■
:
.

-
.從
っ

て

議

.に
入
っ
.て
こ
：の
村
0.
漆
生
產
於
減
退
：

(

後
述)

'
.
し
て
か
:̂
-
,
'

の
漆
年
貢
.は
'
.拿
實
土1

定
額
の
貨
幣
を
領
主.に
納
め
.る
名
目
的
な
も
のy 

に
な
っ
て
：し
：ま
う
た
機
で
あ
る:0
''.
,
:へ.

.

.

U

J
の
機
に
.買
上
げ
の
形
を
と
っ
：て
：い
た
漆
年
貢
納
高
：の
變
遷
ぢ
次
に
み
''
' 

る
と
、
史
料
の
初
見
さ
れ
る
享
保
六
年

(

一
七
ニ
.
一)

以
前
は
、

〕

生
漆
一
一' 

十
九
賞
六
百
六
十
四
轉
か
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、

.
同
七
年
に
は
、-そ
の
：內 

十
六
貫
六
亩
六
十
西
奴
が
願
い.に
依
り
引
き
捨
て
ら
れ
、
殘
り
十
三
霆
を
' 

納
め
る
#

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
不
足
分
は
他
か
ら
買
っ
て
納
め

. 

ら
れ
て
い
た
が
、
特
に
こ
の
年
は
四
分
の
れ
を̂(

壹
捅
に
ら
い
て
金
五 

兩
貳
分
贰
朱.の
針
算
で
納
め
ら
れ
こ
れ
以
後
こ
の
金
額
は
變
ら
.な
：い)

し 

V

い
：る
。
と
こ
ろ
が
、.

1
R

文一

兀
年
'C 

1
,七
三
丄
ハ0

.か
ら
は
再
び
現
物
納
ず.

ベ̂
.ぎ
旨
を
申
し
渡
さ
れ
、

一:

賢
目
程
は
村
中
で
上
納
し
、
.殘
り
は
代
金
納
•■ 

し
て
い
る
。
'そ
の
後
、
當
.村
に
は
坐
激
はi

切
な
い
旨
を
申
し
入
て
い
る 

が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、.寬
延
三
年(

1
_七五
〇)

か
ら
は
貿
納
し
て
い
： 

る
。
そ
の
*
;曆e

年
...五
部'a

七
五
四
•五)

の
兩
度
に
わ
た
っ
て 

.當
村
の
漆
株
の
吟
味
が
あ
り
、
そ
れ
，以
後
は
更
に
七
分
通
り
切
捨
て
に
な 

り
、
殘
り
三
貫
九
百
匁
を
代
金
納
で
上
納
す
る
樣
に
な
っ
た
。

'

右
の
機
な
漆
年
貢
上
漆
高
の
變
遷
は
、
.

こ
の
村
の
漆
生
產
の
衰
退
を
物
. 

語
り
、
.

漆
年
貢
が
€'

目
的
な
貨
幣
上
納
と
な
っ
て
行
く
に
.
っ
れ
て
、

こ
の 

村
に
と
.
つ
て
そ
九
が
若
痛
と
な
つ
'

て
來
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。

/

特
に
賈
納
の
擾
ぱ
、
.

寬

延

の

頃

，
一

捅

七

兩

三

分

で

あ

り

、
代

金

納

の

.
 

場
合
と
.の
差
額
が
大
き
か
っ
.た

か

ち

そ

，の

苦

痛

は

」

層

大

き

い

機

で

、

こ,

マ

：

八

六

；a

七
四
.>
.

:

の
面
.か
ら
；も
、
■金
納
が
望
ま
れ
て
い'た
。
.
.
Iれ上
同
時
に
漆
年
貢
の
減
免 

■:願
が
-
.
.
繰
り
返
.し
提
出
さ
れ
て
、
享
保
か
ら
寶
曆
に
至
：る
約
彐
十
年
の
間 

.
に

そ

：
の
，
額

は
.一
割11.T

步
に
.急
減
し
て
い
る
。

。

.
，
.
,
.

.

_そ
こ
で
寶
曆
‘五
年
の：「

藤
株
書
.！^」

.に
依
つ
て
衰
51
過
程
に
入
づ
て 

行
く
こ
.の
村
の
漆
株
の
肺
有
狀
態
に
っ
い
て
考
察
じ.て
み
ょ
ぅ
。

■■
當
時
漆
代
金
納
九
貧
百
八
十
；

一

文
、
此
漆
十
三
貢
で
、
所
有
總
漆
木
は 

:

ニ
千
六
百
七
汁
八
株
で
あ
り
、
：微
戶
數
七
十
六
戶
の
す
べ
て
が
最
少
三
株 

か
ら
最
犬
一一

百
四
十
株
ま
で
.、
乎
均
し
て1

戶

あ

た

り

三

十

.五

株

程

の

漆 

木
を
所
有
し
て
い
た0.
こ

れ

ら

は

主

とて̂

切

畑

、
.又

は

下

々

畑

の

一

部 

に
少
し
ず
っ
植
え
ら
れ
べ
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
地
が
山
畑
で
あ
っ
た
た
め 

で
あ
ろ
ぅ
か
、
猪

.鹿
に
依
る
被
害
で
、
IE
株
三
百
四
十
八
株
が
枯
株
と 

な
り
、
更
に
七
百
七
十
ー
株
は_苗
株
た
石
の
故
に
年
貢
引
方
願
が
出
さ
れ.
 

て
い
る
。
こ
の
漆
株
の
調
査
に
依
っ
て
、
こ
の
年̂後
'の
七
分
通
切
捨
と 

.な
つ
.た
の
で
あ
る
。

' 

•
.
-

奴
上
の
如
く
漆
の
生
產
は
減
退-L
て
來
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に 

も
拘
ら
ず
そ
れ
ら
は
全
く
杜
絕
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
文 

.

.
化
十
.年
の「

御
水
帳
反
別
名
寄
帳

」

に
は
.、：
證
貫
三
十
五
焚
六
分
の
記 

載
が
あ
り
、
他
に
求
む
べ
き
生
產
の
な
い
村
民
達
が
細
々
な
が
ら
生
產
を 

.
っ

づ

け

て

行

っ

た

事

を

示

し

て

い

る

。

し
か
し
最
早
、
こ
の
時
期
に
な
れ 

ば
こ
の
村
の
漆
生
產
の
持
っ
積
極
阶
な
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

_ 

は
明
ら
か
で
.あ
る
。
..
:

澤
井
村
の
漆
生
產
の
減
退
の
原
因
は
、
近
世
後
半
專
業
化
し
て
い
っ
た 

盤
方
の
漆
生
產
に
壓
倒
さ
れ
た
爲
で
あ
ろ
う
か
。卽
ち
元
祿
年
代
以
後
、

漆
液
の
需
要
が
增
大
ず
る
と
そ
の
生
產
地
も
次
第
に
囊
化
し
、
三
奥
地
：
 

■方
、
及
び
越
後
、
越
前
、’大
和
、
.伊
勢
、
_
斐
、
飛
驊
、
信
濃
、
上
野
、 

下
野
、
常
陸
、

.

岩
代
、
丹
波
、
丹
後
、

但
馬
、
石
見
、
紀
伊
等
が 

そ
の
'-
生
產
地
と
し
.て
知
ら
れ
る
樣
に
な°,
た̂
。
そ
し
て
更
に
 
>
:
越
寶
七
年 

(

一
六
七
九
V
に
は
、
大
阪
に
於
け
る
漆
仲

S|

が
、
仲
間
加
入
の
■手
續
き 

を
定
め
.て
.講
を
つ
く
り
獨
^
^
態
を
と
る
に
至0°
、
澤
井
村
の
如
ぎ
零
細 

な
生
產
地
は
、
次
第.に
蓊
を
消
す
こ
と
に
な.つ
た
と
思
わ
れ
る
。

.(

驻
四

.五

.

)

. 一fi

瓶
孝
子
著「

農
家
家
内
諸
工
業
の
變
遷
過
程

」

八
十
、
. 

八

十

-軍

.

.

以
上
、
主
と
し
て
年
貢
關
係
の
史
料
を
通
じ
て
近
世
後
半
の
と
の
.村
の. 

漆
の
.生
產
狀
態
を
観
た
。
年
貢
關
係
の'史
料
で
あ
る
允
；

Q

に
、：

そ
の
考
察 

が
_
さ
れ
た
も
の
で
.は
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
こ
れ
に
依
ゥ
こ
の
村 

の
漆
生
產
が
^
化̂
せ
ず
ノ
後
半
減
退
し
て
行
く
丨
七
云
ぅ
點
で
、
村

民

達.
 

の
生
活
を
さ
さ
え
て
い
く
積
極
的
な
も
の
と
は
な
り
得
な
か
つ
欠
事
を
知
く 

る
の
セ
あ
る
？
. 

'
■
:.
'
.
.
.
':
'

■-
.
.

■

■
.'
';

-次
に
、
村
明
細
帳
を
澉
じ
て
畑
作
物
に
つ
い
て
み
る
と
、

' ;〔栗
：：

•
萍
：，
；
. 

苧

.か
ぶ
ら
：ノ

雲

バ

夫

根’
多
葉
粉
^
菜
べ
大
豆
•
小
豆」

ゲ
ど
、
文 

田
畑
畔
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

「

桑

•
柚

チ
•
桃」

#
が
あ
る
。

.
そ

机

ら

は

.「

苗

姓

夫

食

/

義

ハ

、

麥

.

.M

.

稗

*
芋

.

か

ぶ

ら

|

給

申

 

と

あ

る

機

1C
、
：'
田

に

賴

る

事

の

出

來

な

い

澤

井

村

の

人

々

の

貴

重

な

'; 

:
夫

炱

と

な

_
つ

て

\^
た

。

：

け

れ

ど

も

な

.お

「

01
印

谷

間

嶮

'蛆

；

テ

：、
：
何

れ

多

. 

人

數

ノ

#■
方

二

テ

±

地

ノ

穀

物

平

年

之

夫

食

-—
-
モ

别

足

不

_

候

.：1
-ー

付

、

銘

：
 

.

'
山

馨

仕

右

助

成

.
'ヌ

：
以

扇

町

屋

村

种

靑

梅

村

ョ

リ

夫

廣

等

賈

_

ク

.取

：

:
.
赛

末

澌

に

灰

緣

餐

窮

乏

の

^

侧

--
.

.

:

續
罷

#&
」

と
云
ぅ
狀
態
で
あ
.つ
た
。
從
つ
て
多
葉
な
、
大
哀
、
小
豆
な 

ど
又
畔
に
植
え
ら
れ
た
柚
子
、
桃
な
ど
ー
應
商
品
作
物
と
し
て
考
え
ら
れ 

る
も
の
も
、
そ
：の
生
產
額
は
大
き
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

:(

註
：六
>
.寶
曆
五
年「

村
差
出
帳」

：
.

.(

駐w
r
.

天
取
六
^
缺
表
の
.書
上
膦
に
侬
る
！

肥
料
は「

飢

方

肥

之

義

、

山
隊
幷
畠
畔
^
ァ)

草
刈
所
ぐ
其
外
落
葉
等
肥•

 

二
仕

、̂
田
方
肥
ゾ
畑
畔
田
畔
草̂
肥
シ
|
{^」

と
見
ら
れ
る
如
-<
§
 

.肥
料
で
あ
つ
た
。

.
' 

•
V
, 

' 

.

. 

<
註
八)

-寶
麿
五
年「

村
’差
出
帳」 

.

.

結
局
、
.こ
の
村
の
農
業
生
產
は
そ
の
商
品
作
物
の
'生
產
に
あ
る
の
で
は 

&•
<■
•

..村
民
達
の
半
年
分
に
も
な
ら
な
い
夫
食
を
少
シ
で
も
多
べ
生
產
す 

.
る
と
云
ぅ
こ
と
に
む
け
ら
れH
v'
'f
c
o
.
:

;

次

.に
、
質
地
値
段
に
つ
い
で
み
れ
ば
、
先
ず
耕
地
面
積
め
大
部
分
を
占
.

,

.め
る
细
の
質
地
値
段
に
つ
い
て
他
村
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
。
第
四
表

. 

•
;

(

註
九)

：

.
:■
:

'が
そ
れ
で
あ
る
'0
'.
-
:
.
,
.

二
,':
.

(
k

九〕

.

.，野
村
兼
太
郞
編
蕃

「

村
明
細
辦
の
硏
究」

掲
載
史
料
に
.依
る
。 

j :

.元
文
年
代
か
ら
幕
末
に
至
る.灿
の
質
紙
値
段
は
、
地
域
的
な
差
異
は
少

. 

•:
bず
つ
.あ
る—

と
し
て
も
、
：.大
體
上
畑
一
反
ニ
雨
樺
で
あ
る
が
、
文
政
四
年' 

ィ

C
1
A
H

1)

、
の

澤

井

村

め
.震
段

は

、1
烟
|
反
六
兩
三
分
と
云
ぅ
他 

,村
の
三
倍
に
.も
な

0
て
い
る
。
■，次
に

高

債

格

を

示

す

安

政

一

一

年

-.

(

，
一
 
八
五
_ 

五X

茂
澤
村
の
：五
兩
段
そ
れ
か
ら
！学
年
の
後
の
：事
で
あ
る
.0
茂
澤
村
の
.

'

安
政
以
前
の
：質
値
段
を
今
知
る
事
が
出
來
な
い.し、
.又
軍
に
多
ぐ
の
山
村'

，
パ

と

の

比

較

亦

出

来

な

い

け

れ

：ど

、

.文
政
四
年
の
澤
井
村
め
そ
れ
.は
相
當
高

. 

•• 

: 

• 

- 

.

■ 

'

'

... 

.
.

へ

八

七a

七
.五)



地

僂

格

の

上

昇

、
，
霞

値

段

の

騰

貴

と

云

^

こ
と
が
考
ぇ
ら
れ
2,
'

:

。
し
.
か

じ

.

. 

他
に
.

こ
れ
に
關
し
て
の
：史
斛
を
求
め
得
な
い
の
で
、
明
確
に
知
る
こ
と
が

粜

な

ぃ
。

, 

' 

-

■ 

- 
一
 

• 
土

： 

.. 
：

..
‘
 

.. • 

.

.■

.

地
勢
上
か
ら
純
粹
に
農
業
生
產
の
み
の
上
に
’立
っ
て
行
く
こ
と
の㈦
双 

'■な
い
澤
并
村
の
農
業
經
營
に
っ
い.て
先
に
見
.て
來
た
が
、
そ

れ

故

に

廣

く.

 

進
出
し
た
で
あ
ろ
ぅ
と
思
わ
れ
る
農
間
餘
業
及
び
農
間
の
稼
ぎ
に
っ
い
て

_

 

そ
れ
が
ど
の
程
度
に
活
撥
に
動
き
得
た.か
、
：
こ
こ
で
見
て
い
き
た
い
と
思 

う

。
.

.
■

-

■

:
 

’
.
• 
■

. 

'「

男
ハ
棧
木
.丸
太
之
日
用
取
邦
靑
梅
丁
べ
炭
駄
賃
取
申
候
、
.女
は
相
.

.
'

太
布•

木

I
織
申
候
、
右
之
布
，•太
布

'
.木
I

ハ
靑
梅
布
場
へ
賣
出
，
_

.

し
申
候」

と
賢
曆
五
年
の
村
明
細
帳
に
：記
載
さ
れ
て
い
か
樣
に
、
早
く
か 

ら
農
間
稼
ぎ
.の
燊
が
見
ら
れ
、
又
ー
方
澤
井
村
の
位
置
が
靑
梅
街
道
に
沿

'

い
、
武
州
の
麓
村
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
往
來
す
る
人
を
相
手
と
し 

た
農
間
の
商
い
が
後
期
に
な
る
に
從
っ
て
增
加
し
て
い
る
。
.

ど
れ
ら
の
事
か
ら
人
の
出
入
も
务
か
っ
允
の
で
あ
石
が
、
先
ず

0 ]
稼

ぎ
. 

か
ら
見
て
行
こ
う。
.
.•

村
明
細
帳
の
男
の
農
間
稼
ぎ
に
っ
い
て
の
記
載
は
、
前
掲
の
如
く
山
稼 

ぎ
が
そ
の
.中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
數
册
の
村
明
細
帳
を
通
じ
て
細 

か

-<
み
る
4
、
雜
木
伐
り
を
行
い
、
文
丸
太
等
の
運
搬
に
從
事
す
る
日
傭
.

取
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
馬
に
依
る
駄
賃
取
り
と
、
後
川
下
げ
が
あ
っ
た
鎖
：
 

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
日
傭
取
りg
況
•に
っ
い
て
は
今
全
く
知
る
こ
と
：

：

_

が
出
来
な
い

。
，

唯
寬
»

ー.ー
 

年

の「

村
差
出」

，
に「

筏
木
賃
日
雇
等
稼
申
候

」

.

■

ヒ
ぢ
石
事
が
ど
か
ぢ
見
て
、
比
較
的
早
く
が
ら
.こ
の
機
な
日
傭
稼
ぎ
形
態 

が
こ
の
村
に
と
っ
て
重
要
.な
位
置
を
占
め
て
，い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え 

ら
れ
る
。
■

そ
の
他
に
炭
燒
き、
.薪
取
^
'が
あ
り
、
.
そ
れ
ら
を
靑
梅
市
場
へ 

出
す
駄
賃
取
ヶ
が
あ
つ
ち
被
賃
取
り
に
關
聯
し
て
こ

こ
で
馬
に
つ
い
て 

み
る
と
、
寶
曆
年
代
に
は
馬
十
一
疋
が
み
ら
れ
る
が
、
年
を
經
る
に
っ
れ 

て
數
が
減
り
、
_

文
政
年
代
に
は
四
疋
か
ら
三
疋
、
天
保
年
代
に
は
二
疋
と 

な
っ
て
い
る
。.こ
れ
ら
の
馬
が
，こ
の
村
に
於
て
は
耕
作
に
使
用
さ
九
た
と 

は
思
わ
れ
な
い
の
で.、や
は
ヶ
駄
賃
稼
ぎ
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、 

後
年
?-
'J

の
.樣
な
滅
少
攸
、
職
業
の
分
化
、
.駄
賃
稼
ぎ
の
囊
化

——

澤 

妒
^:
內

部

の

み

で

な

く

配

村

を

含

め

て

-
-
—

と

云
う

事

が
考

え

ら
れ

る
と 

し
て
も
、
や
は
り
駄
賃
稼
ぎ
の
衰
微
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

.う
。

,

こ
の
樣
な
理
解
の
上.に
立
っ
て
、.今
寶
曆
ニ.年

(

.一
七
五
C 

•七
年
. 

.(

.一
七
五
七

)

文
化
七
年(

一
A
一
 

b)

文
政
ニ
年(

一
：
八
一
九

)

、
の
そ 

れ
ぞ
れ
め
史
料̂
入
會
山
の
賣
拂
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
寶
曆
ー
一
年 

の「

當
甘
入
會
野
山
代11
]
歡
帳」

を
擧
げ
て
み
る.と
_

ぐ

、

「

當
村
背
山
ざ
ん.さ
い
地)1.

有
之
狡

木
炭

木

，
典

-I

名
主
年
寄
您
百
姓
相
談 

之
，上
、.村
中
幷
近
村
迄
商
寶
人
衆
を
寄
入
札

>1

而
代
金
四
兩
三
分
ニ
大
' 

.
丹

波

村

勘

左

衞

門

落
：！！

 
二
：テ
賣
拂
、
您
百
姓
無
.高
下
尤
當
時
脅
上
不
如 

意
二
付
門
潰
共
テ
百
姓
之
分
不
殘
、
百
四
拾
五
軒
二
割
合
請
取
候
所
相 

..
違
無
御
座
候

」

.

.

.

:

.

.
'
:
- 

>•
'
記
さ
れ
、
次
々
に
そ
の
山
の
筏
木

•
炭

木

*
薪
木
を
含
め
て
賣
却
さ
れ 

て
包
ぐ
過
程
が
凫
ら
れ
る
。
他
の
三
っ
の

.史
料
も
、
そ
の
代
金
に
っ

い

て 

.ば
家
數
割
に
な
っ':て
い
る
。
賣
拂
う
理
由
に
っ
い
て
は
い
ず
れ
に
も
記
さ

.

.
 

'八

九

_ (
1

七
七)

.

幕
末
期
に
お
け
る
村
落
窮
乏
の
一
例

筚 4 表 ’畑.質 地 ，.値 段 ノ 法 較 ■

年 代 上 細 . 中 畑 ，下 烟 村 4 :備 ， 考 .

元文2 年 

元文2 〃 

赘曆5 〃

2 兩ユ分 

2雨 2 朵

3 分 2 朱 

2 兩ハ 

2 兩

1 分 2來 

1 兩2 分 

1 兩3 朱

武州细t 谷村 

武州藤塚村 

澤 井 . 村

畑記載ナシV

永ニテ記載サル 
3•兩ニ1 賞文ノ換算

寶曆10" 2M 1 兩2 分 1 兩2 朱: 澤 井 村 永ラテ■記載サル:.：
1 兩ニ；！貫文ノ換箨

寶詹11〃 
：寶曆13〃 

天明2 " 

，文政4 〃

2 兩2分ぎ ! 

2 兩

6 兩 3分

J 2分位み、 

1 兩2 分 

1 兩2 分 

6 兩2 分

1 兩1分 

3分 

4 兩2分

土野小澤村 

下總夏目村 

下野藤田村 

澤 井 村

•. •
. . . . ■ . ..... ' .... .

上畑記載ナV

.： . . * • へ . . .

文政7 ゲ 

: 天保8 〃 

笨政2 〃 

明治初〃 

明治々〃 
明治3 〃

•

‘ 2 兩1 分 

1 M 2分 

, 5 兩 

, 4 兩 

5 兩

8 兩1分

ベ

1 兩2分 

1 兩 1分 i 
5 兩

3 兩2分 

7 兩

1 兩ユ:分

i m
3 m V : 
3 兩 

3 兩

5 寧3 分

武叫本角橋村 

武州六角橋村 

信州茂澤村 

下轉神間村 

我州六角:^村 

武州山甶村

.' , ■■ . ■',

- -. •

パ '■ ■ . . - 

. . . . . .

田畑親別 寶曆10年 文 政 4 年

下 ■田 . 3•雨3 分 3 兩2分 2 朱

下 七田 3 兩1 分 ‘
± 畑 • 2 爾 6 兩3分
中 畑 1 兩 2 分 人6 雨2 分

下 畑 ■ 1 兩 緋 4 兩2 分 2 朱

.
八

八

a

七
六〕

い
も
め
と
云.わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。-澤
井
村
.の
質
地
値
段
だ
け
を
年
代
的
に 

'■,み
て
も
寶
曆
十
年
が
ら
文
政
四
年
の
六
十
年
間
に
三
倍
强
に
上
昇
し
て
い 

る
。
第
五
表
は
澤
井
村
田
響
地
値
段
の
比
歡
表
で
あ
る
田
の
ニ
倍
の
上 

昇
に
對
し
て
畑
は
三
：_1倍
の
上
昇
を.示
し
、
田
と
畑
の
質
地
値
段
の
開 

^

.

失
き
が
相
當
大
ぎ
く
な
つ
て
い
る
こ
と
が

文
：.
.
5
.3 ®

6 M
6-
M

« 

'
珀
、
、
下
今
田
の
質
地
値
段
も
磐
に
比 

I

I

I

I

P

Iベ
れ
ば
高
い
も
の.で
あ
る
。
例
え
ば
文 

年

：

^
い

.ゑ

.ゑリ
政
七
年
武
州
六
角
橋
で
は
下
田

 
一S

--
*
. 

S

兩
一 

雨
.
&

M 2
分
下
々
田
一
兩
で&•
る
。.

賓

1

2

1

1

■
こ
の
樣
に
■質
地
價
格
が
高
く
な
つ
た 

J 

'原
因
は
、
寶
曆
五
年.

(
1

七
.五
五)

に 

0 
,

:

は
、.
人
數
一

室

ハ
.十
九

人

で
あ

つ

た

の 

W 

.
下
.
下

h
中
-f
.

が

、
安
永
八
年(

一
七
七
九

)

钇
は
三 

:

I

f

l

l

j 

■

_
 

百
五
十
八
人
に
增
加
し
、
文
政
年
間
も 

そ
れ
と
等
し
い
入
數
を
持
ち
續
け
、
こ

の
！！

に
人
敷
が
著
し
く
ふ
え
て
い 

.る
：に
も
拘
ら
ず
地
勢
的
に
み
て
土
地
に
開
發
の
餘
地
の
な
い
こ
と
が
罾

® 

と
し
'て
考
え.ら
れ
る
。.
又

注

目

さ

れ

る

事

は

、
.
寬

政

十

一

年

の

村

明

細

帳 

の

記

載

を

初

見

と

，し

て

、

こ
の

#:
に
新
し
く

養
！
！

が
は
じ
ま
つ
て
い
るこ
 

と

で

あ

る

。

今

ま

で

見

え

な

か

つ

た

桑

の

植

付

の

記

載

と

農

間

の

.仕
事
と 

し
■て
，

f
女
ハ
夏
蠶
飼

」

.

：

の
..記
載
が
.あ
ら
.わ
..れ
.て

來

る

こ
と
か
ら
、こ
.
の
時 

期
に
澤
井
村
に'收

益

：の

高

い

養

蠶

業

が

入

り

込

み

、
.
.
そ

れ

を

通
じ
.
て
の
土

田烛質値段比較第5 表 澤 3

-
1

J
S

學
會
雜
誌：：.

第
R 3
4
-八
卷
.
第

二

號

,



第 6 表 人 、ロ の 變 動

' 第？表上分人口變動の內譯

. 年 代 m 生 ' 死失. 他所ョ…
リ入ル 幹 出 聱出 

嫁出

式政n 年 男
女

4 3
0

0
2

5
8

文政：13 "
尝

3 8
1

0
3

.-

8
• -* .

天保5 〃 男
女

5
2

5
8

0 5
6

0
1

天保11"、 男 3 2 0 0 ■--'

. * 女 4 1 2 2 *-'

弘化3 〃. 男 3 2 4 3 一_  ■.
女 1 4 3 7 --.

年 代 村彳 家 數 總’人數 男 女

寬保3 年 上1•下 145 725 381 844-
寶曆5 //' .上 74 269 142 127
寶曆6 //, 上 _« 303 171 132
寶麿9 " 上 •下 . 146 670 358 317、
-安永3 " 上 •下 139 736 ,357 • 379
安永&〃 上.下 142 717 356 361
寬政;！;1〃 上 •下 144 644 346 298
文政4 " 上 76 357 _ ---

天保11〃 上 79 350 m 173
弘化3 " ，. 上 77 351 196 155

■

. 

m

由
摩
會
雜
詭
,

第
：四
十
.

<

卷
>

.

第

ニ

號

,

れ

て

い

な

い

し

、

^

_

»:
者

忆

つ

い

て

も
®

®.一
年

以

外

の

も

の

，
は

記

さ 

れ
て
い
.
な
い
の
で
理
由
は
判
然
と
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
貨
幣
經
濟
に
早 

〜
、
か

ら

入

り

於

ま

ざ

る

を

.
得
な
か
.'っ
た
こ
の
村
に
と
っ
て
、
貨
幣
收
入
の 

:

道
が
見
っ
か
ら
な
い
場
合
の
也
む
を
得
な
い
.處
置
で
あ
っ
た
と
禺
わ
れ

る
。

/-
:

;

' V

.:

■

■

農
間
の
山
稼
ぎ
に
强
く
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
ti
:

«

i 

, -—,
*..

:
.

.

-

-
 

i 

I

.

-i 

i r
~

ノ

■

九
0
 

(
i

 

七
A)

、

に

も

、
：
：
，今

み

て

來

た

樣

な

限

界

が

，あ

り

山

稼

ぎ

の

消

極

性

を

知

る

の

.
で

あ 

'■
%

■

3

の
所
有
に
關
し
て
は
、
.

史
料
が
見
當
ら
ず
、
こ
れ
を
知
る
事
が
出 

來
な
.
い
け
れ
ど
、f i
l i

の
史
料
か
ら
村
の
入
會1 1
1

が
當
村
戥
い
は
近
村
の 

個
人
所
有
に
移
つ
て
行- <
傾
向
を
知
る
の
で
あ
る
。

.

女
の
農
間
稼
ぎ
と
し
て
の'靑
梅
鳩
織
は
、木

®
!

と
し
て
織
出
さ
れ
靑 

梅
市
場
に
出
さ
机
て
い
た
。
又
寬
政
年
代
の
村
明
細
帳
か
ら
、
こ
れ
と
一 

(

I
 

- 

I
.:
緖
に
養
蠶
が
見
ら
れ
る
が
、
.こ
れ
ら
に
つ
い
て 

,

1」

一

一

一

M
ら
の
す
㈣
も
な
い
の
で
そ
の
形
態
を
捉
え
る 

I
I 

,

:

事
が
出
来
な
い
。
.

.
"
,

タ
6
. .
.

0

2

,
 

3

7

.こ
こ
で
、
人
口
の
變
動
に
つ
い
て
み
ょ
う
。 

I

I

—

 _

n

第
六
表
は
村
明
細
帳
と
宗
門
帳
に
依
る
澤
井
村 

-

2 

0
 

2
 

4

3

^

上

分
-
下
分
の
入
ロ
の
動
き
で
|

。
こ
れ
に 

,
 

:

依
れ
ば
こ
の
村
は
相
當
人
數
の
變
動
が
激
し 

I
 

; 

• 

.

く
、
，特
に
女
の
出
入
が
目
立
つ
て
い
る
。
第
七
. 

§
 

2

1
ま

.
，
表
に
、「

宗
門
帳」

I

つ
て
上
分
の
み
の
人 

y

~

I
 ~

~
.

敷
の
出
入
の
內
譯
を
み
る
。

' 

V

:

:

史料に制限があつて比較的變動の少い
 

'

年
代
を
し
か
見
る
事
が
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、

^
 

1

1

-

女
の
人
警
五
十
入
乃
至
百
七
十
人
中
の
、
七 

//

へ
‘

八
人
の
奉
公
出
は
多
い
方
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら 

o

.
1 1

-

3

の
人
々
の
行
先
は
知
る
事
が
出
來
な
い
が
、
奉，

 

I

 

p
 

^

公
の
た
'め
村
外
べ
出
る
者
の
多
い
と

1
K

う
事
か 

I

—

r—
1

1

ら
で
も
、-
こ
の
村
の
地
位
や
そ
の
村
柄
を
窺
う

% 8 表農間商>、數及び職人數

職 業 別 寬保3 # 寶曆5 年寬政11年文政4 年

上•下 上 上•下 上•下

補 屋 2 1 .ナ％ 5

職 木 挽 1 ------- ■--- . 3

......., 大 X 1 1 3 2

紺 犀 1 ---- . — 1

屋 根 屋 '
.

■ ---- ； ；1

人 .水.
杣

車 — — ...----, .

7

1
ン . i

訐 B 2 3 20

酒

雜

造

貨

' 1 .
— 1

1

1

人..:
小 商 . . :----.. ----- 13 11

計 0 0 15 12

こ
と
が
出
來
る
？：

 

_
'
.
•

次
に
、
，
や
は
り
比
較
的
多
く
の
入
數
を
示
す
農
間
の
商
い
、
及
び
職
人 

•に
つ
い
て
み
ょ
ぅ
。
第
八
表
に
依
れ
ば
寬
政
十.一
年(

一
七
れ
.
6
の
員 

，間
商
い
、
文
政
因
年2
八

5 X

の
職
人
及
び
農
間
商
い
の
數
は
急
激 

r增
加

し

て

い

る
..
0

こ

の

事

は
一
，見
し
て
’
農
間
餘
業
が
藤
末
に
近
づ
く 

に
つ
れ
て
急
激
に
重
要
な
も
，の
と
なつ
て

行

つた̂

く
見
え
る
け
れ
ど、

慕
末
期
に
：ぉ.け

名

村

落

窮

乏

の

，
：

.

.

.
'
1

例

.

以
前
か
.ら
の
徐
々
め
增
加
が
何
ら
か
の
都
合
で
記
載
さ
れ
な
か
つ
た
た
め 

:

で
あ
ろ
う
9 

.

(

.註
十)

：
野
村
兼
太
郞
編
著

「

村
明
細
帳
の
.硏
，究」
九
十
ニ
頁
參
照
。 

文
政
四
.年
7

(

ー，
八
ニ
1)

：
€
-分
' 

(

上

.

.下
分
> 
を
上
分
の
み
を
同
三
年 

.
吹
宗
門
帳
と
照
：合1,
'
'て
み
る
と
、.上
分
の
農
間
商
い
、
職
人
の
數
及
ぴ
そ 

れ
ら
の
人
々
の
持
高
を
知
る
：事
が
出
來
る
。
-そ
れ

が

第

九

表

で

ぁ

り

、
.
更 

に
第
十
表
が
、
文
政
三
年
の
石
高
の
階
層
構
成
を
示
し
た
も
の
1で
ぁ
る
。 

第
十
表
を
考
慮
に
入
れ
なが
ら
第

九

.表

を

み
，る

と、
15

入
の
.場
合
は
持
高 

.1.

一
石
か
ら
三
，石

の

階

層

の

者

が

f
多
く
、'次
に
一
一

. 一

石
か
ら
四
石
の
階
層'

,
次
が
.

I

石
以
下
、
.そ
し
て
一
'旧
か
ら一

宕
の
階
層
の
肅
に
な
つ
て
い
る
。 

.
農
間
の
商
人
の
#
4ロ
は
、
飽
酈
薔
麥
商
い.の
七
汩
の
者
&
殊

な

.
場

合

と 

•

し
て
除
け
ば
、

一̂
以
下
の
階
層
の
着
が
音
多^

.

.

.

'勿
論
、
こ
の
年
の
こ
れ
ら
吖
史
料
ひ
み
に
依
つ
ャ
為
の
村
の
農
間
餘
業
. 

:

擔
當
者
に
つ
い
て
’規
定
づ
け
て
し
ま
う
事
は
餘
も
早
計
で
あ
る
と
し 

:

て
も
、：.大
體
の
.傾
向

^
.し
て

は

、

零

細

：な
一
持
高
の
階
層
に
.
農

間

餘

業

を

も 

つ
者
が
多
い
と
云

う
-

■>

、
特
に
農
間
-o
-̂
A-
-に
..
は
'多
:<
.そ
の
傾
向
が
み 

,

ら
れ
；る
こ
と
は
云.い
：得
る
と
思
う
。#
.つ
て
こ
：の
村
に
於
け
る
農
間
餘
業 

:
.は零
«
辰
民
に
ょ
つ
：て
生
計
補
充
の
た
め.，に
行
.わ
れ
た
事
を
知
る
。

以
上
で
、
農
間
稼
ぎ
農
間
餘
業
の.考
察
を
終
ヶ
、
.次
節
に
於
て
こ
れ
ま 

,

で
の
考
察
で
も
常
に
底
に
濃
く
流
れ
.て
い
た
ら
'の
.
村

の

窮

ザ

 1

と1
K

う
こ
と 

■-
:
に
.つ
い
て
述
べ
、
結
寵
に
替
え#

い
と
思
う
。

.

/

. - 

.

. 

H
 

1 

,

.
'天
明
.三

年(

.ー
七
/\
1

5

の
飢
饉
に
ょ
る
こ
の
村
の
證
狀
態
を
同
四
‘

.

.

九

r

 

、(

一
七
九)

.

.



第 10表石高別階層權成： 第 9 表域ズ及び商人暗磨;勝成（戌:叙 4 年 ：上分) 

(文政3 年） ‘

持 尚 戶 k

石 石  
' 9― -8 1卢

8—— 7 . 1
7-~ - 6 • ス:
6-― 5 1
5---- 4 3
4— 3 10
3— -̂2 19
2— 1 26

1 石以下、 13

* 計 _ 75

人 數 職 業 線營者
關 係 持 : 高'

3 人 捕 屋

謂 人

本 人  

韦 人

Q石8 5 5 

1,2 2 6 

« 0,9 0 3

1 人 . 木 扼 本 人 2 , 1 8  0

2 人 大 ェ 本 人  

本 A

3,6 1 7 
1,2 5 4

1 人 屋 M M 弟 芦主待嵩右.' 
2,2 8 0

1 乂 埘 M ，本 A 2,6 1 8

4 人 杣

•本人 

本 人  

本 人  

本 人

2, 3 9 4* 

2, 4 5 5
1.5 4 0

1.6 0 7

1 人

B 人

2 人，

1 人

水 車 渡 世 本 人

H ん•今ぱ 

m  : 世

人

.

.
人
.人 

本

#

本

紙 ，ろうそく 

水 .油 渡 世

本 人  

父

そ ば ，麥 
小 賞 渡 世 枠

3,8 5 2

0,9 6 3 

7, 5 0 6 

3,3 4 1

0,7 4 5
¥ 主 持 高 ’ 

0, 8 5 6

•戶主持高 .
2, 4 5 4

9

 

6

,

1

.

.

5
 

-

-

6

^
 

4
 

- 

「

飢
人
_

嗲
1
參

上

」

、は
左
の

. 

o 

o
 

4
 

4
 

5
 

• 

5
 

.

樣
に
記
し
て
い
る。
.

¥

7,
5

3,
3

0,
7
. 

|0,
8

''
|

2,
4

、}

 

'
.

「

碁

之
義

去

卯

年

凶
作-

..
而
夫
食
差
詩 

'

:■

主

主

;

,:
'

.

リ、
其
上
雜
毂
高

f

:M.
困
窮
難
義
仕 

戶
'-
'

k

:

:'.
'
.
:
' 

.

.
候
一
付
、
此
度
各
糠
御
越
被
成
取
續
方 

八
,
人

人

人

fc
S 

.

.

.
村
內
助
合
な
ど
之
儀
御
尋

 

一
一
.
#

、

左
一
一 

ザ

本

本

：

本

；

'父

：''
,
ャ

.,

.御

答

申

上

候

へ 

—
V

 

- 

. 

. 

:

二
私
共
村
方
二
體
谷
合
困
窮
所

ii

御
座
候 

世

バ

.

.-
世

■:

麥
世
、
.

處
、
去
卯
竿
凶
作
ニ
而
夫
食
無
之
、
村 

'

■■
'

ぅ
:-
渡
.
：

，
渡

，
，.：
內
何
も
貧
窮
之
者
と
も

I

{.而
物
餘
之
手 

^
 

^

油
''
'

ij

賞

'V

段
無
御
座
難
義
仕
候

1

一.付
御
嶽
村
金
右 

タ
'
'渡
.：

紙

水

そ

小

:'
衞
門
各
者
ョ
リ
金
子
少
々
借
受
候
へ 

.

.」

|

.
.'
|
 

.

1

1

.と
も
、
中
々
引
足
不
中
候

II

付
夫
食
拜 

3,
M
 

'

i A
:,
--

借
願
上
候
處
、.御
何
中
な
が
.ら
思
召
ヲ 

!
 
!
■ 

.
•■■:
.

,

. 

.

.

.

.',以
內
.借
な
ど
被
仰
付
難
有
奉#.
候
、
此 

:
:

上
右
殘
金
幷
取
集
穀
拂
代
金
御
渡
被
下
置
候
へ
ハ
、
惣
人
別
七
百
廿
八 

.

.
'A

之
內
六
拾
壹
A;

ハ
ヶ
成
，：

II

も
麥
作
出
來
迄
取
續
可
申
、
殘
六
百
六
拾 

六
人
之
儀
ハ
別
而
當
日
送.リ
翁
及
飢
候
者
共II

付
、
夫
迄
可
取
績
樣
無 

.
御
座
候
、
併
草
生
之
時
節

I

一
 

も
御
座
候11

■
付
、

f

日
壹
人
錢
拾
八
文、

. 

日
數
四
月
中
旬
迄
廿
四
五
日
分
も
有
之
候
は
Y

、
ヶ
成
ニ
茂
麥
作
出
來 

.
迄
取
續
可
申
奉
存
候
、
.
右
御
尋11

付
申
上
候
通
り
少
も
相
違
無
御
座
凑 

以
上

.

.
• '
天
明
四
年
辰
三
月. 

•
澤
井
村
上
分

.111

田
學
會
雜
誌
.第四
十
八
卷
第
二
號

 

.V

 

九

-

C
!

八
〇〕

鈴
木
左
太
夫
殿」

.

.：

.村
：
役

人
 

井

出

.又
藏
殿 

」 

こ
の
村
に
於
け
る
農
業
生
產
は‘先
.に
み
た
樣
' 
村
民
の
半
年
分
の
夫 

食
に
も
足
り
な
い
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
事
が
ら
當
然
天
明
三
年
の
阁
作 

に
ょ
っ
て
、
赉
作
出
来
迄
取
續
き
の
出
来
な
い
者
が
九
割
以
上
を
占
め
て

. 

き
て
い
る
。
こ
れ
は.全
國
的
な
こ
の
年
の
凶
作
の.た
め
.
に
、
穀

篇

格

が 

上
昇
し
た
爲
と
思
わ
れ
從
っ'て
こ
の
：村
に
於
て
も
こ
の
樣
に
多
數
の
胍
人 

‘
が
書
き
あ
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。.し
か

し

こ

れ

ら

の

飢

人

は

：
一

)

日

壹

人

：

'

，十
八
文
ず
つ
四
月
中
旬
ま
で
あ
れ
ば
な
ん
：と
か
取
續
き
出
來
る
と
し
で
い
，
 

る
：の
で
あ
る
が
、
こ
，の
儲
な
記
載
は
村
方
の
立
場
か
ら
な
る
べ
く
百
姓
の 

&

を
救
っ
て
ほ
し
い
と
一

K

ぅ
意
圖
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
如 

ら
、.
證
狀
態
が
特
に
强
調
さ
れ
て
い
る
と
耷
ぅ
事
-%
あ

り

得

る

と

思 

_
ぅ
。.
.そ
の
樣
な
事
を
考
慮
に
入
れ
て
見
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

。

.

一
.
體

.に
澤
井
村
は
"

農

民

生

活

そ

の

も

の

が

こ

れ

ま

で
見
て
來
た
如
く 

極
め
.て
不
安
定
な
狀
態
で
あ
っ
た
ヶ
從
っ
て
一
度
飢
鍾
が
あ
れ
ば
.、
直
ち 

,-.
に
そ
れ
が
生
活
に
及
ぽ
ず
所
は
大
き
く
、
.：全
般
的
に
貧
し
い
こ
の
村
に
於 

て
は
九
割
以
上
が
難
齙
人
と
な
る
程
の
狀
態
で
あ
つ
た
事
は
考
え
得
る
と

.

.. 

.し
て
も
、

な.の
ば
飢
饉
に.ょ
：る
そ
の
難
跪
の
度
合
で
あ
る
と
思
ぅ
。 

天
明
三
年
の
翌
年
、
四
年
の
こ
の
村

‘
2
 

.

.
飞
分)

の
人
：ロ
は
七
百
ニ
十 

:八
入
1で
あ
ゐ
が
、
こ
办
ょ
り
；五
年
以
前
の
安
永
八
年
の
人
ロ
は
七
百
十
七

\

.

.

人

で
.\

五
年
間
に
十
ー
人
の
增
加
が
み
ら
れ
る
。
入
口
の
變
動
の：

激
し
い 

:

村
で
あ
る
か
ら
、:'
:
.史
料
が
見
ら
れ
な
い
五
年
間
に
或
い
は
多
く
0

變
化
が 

■
あ
.
つ
た
.の

か

も

知

れ

な
.
い
が
、
，
知

り

得

る

飯

P

で
は
や
は
り
增
加
し
て
い

■
.

篇
来
期
ル
お# 
る

舊

德

乏
.：£
 侧
：：:-
/
--
-
:.:
.'
.;

る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
なK S

作
が
こ
の
間
に

'
あ

つ
た
に
も
拘
ら
す
こ 

'の
樣
に
增
加
し
て
い
る
狀
態
は
四
作
に
對
し
て
何
ら

i
の
抵
抗
力
が
あ
っ 

■

た
の
で
.あ
ろ
う
か
。
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
' 
澤
并
村
の
農
民
生
活
が
不 

:

贫
宏
な
も
の
セ
，あ
っ.た
と
京
う
事一

-

土
地
收
益
に
の
み
賴
.り
切
る
事
が 

出

来

ず

、
：
そ
が
他
に
雜
多
な
餘
業
や
農
間
の
稼
ぎ
に
依
ら
な
.け
れ
ば
な
ら 

な
か
っ
た
爲
に——

卽
ち
純
粹
農
村
で
な
い
こ
の
、村
は
、凶
作
と
云
う
事 

に
ょ
る
彼
害
.が
云
わ
ば
簡
顧
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
_

を
生
ぜ 

'し
.め
る
。
純
猝
農
村
の^
;作
，
飢
饉
の
如
く
、
村
民
が
直
ち
に
村
を
捨
て 

て
他
に
業
を
求
め
る
と
云
う
樣
な
離
村
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
わ
け
.で
あ 

る
。
天
明
の
飢
饉
に
っ
い
て
は
前
掲
の
史
料
以
外
に
見
る
事
が
出
来
な
い 

爲
に
、
そ
.の
狀
態
を
は
っ
き
り
と
捉
え
るこ.と
が
出
來
な
か
っ
た。
.

'

天
明
が
飢
謹
か
ら
約
五
十
年
後
天
保
七
年

(

一
八
.一一
一
七

)

に
も
又
全
國 

ノ
的
な
飢
饉
が
起
っ.て
い
る
。
澤
并
村
上
分
に
於
け
る
そ
の
狀
態
を
關
係
史 

料
か
ら
幾
ら
紅
窺
う
こ
と
が
出
双
る
。
先
ず
天
保
五
年
の

「

宗
門
人
別
書 

上
帳
1-
の
總
人
數
を
、
天
保
八
年

「

村
高
幷
家
數
人
別
壮
譯
書
付

」

の
そ 

れ
と
-̂

比
較
す
る
と
、
三
百
六
十
三
人
か
ら
三
百
五
十
四
人
に
減
少
し
て

.
 

.
い

る

。
.
又

天

保

八

年
め「

肌

人
數
書
上
帳」

に
依
っ
て
難
跪
渚
を
知
る
が
、 

■三
百
五
十
四
人
の
う.ち
、，1

1

百

I

人
が
肌

人
上
し
て
名
前
を
擧
げ
ら
れ
て 

.

い
る
。
：
こ
の
數
は
天
明
.の
場
合
ょ
り
も
ず
っ
と
滅
っ
て
い
る
が
、
♦
こ
れ 

ら
の
人
，.々
を
.天
保
五
年
の
：

「

宗
門
帳」

に
依
っ
て
持
高
別
階
層
と
照
合
す 

各

と

第

十

一

：
表
©如
く
に
な
る
。
\
こ
の
表
に
依
る
と
持
高
四
汩
以
下
の
零 

刚
な
.̂■
■
餍
に
だ
.け
飢
人
が
い
.る
、0:
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
持
高
 
一

/G
-i
^

'
'下

の+

三
戶
ホ
十
人
の
飢
人
の
あ
る
最
下
層
が
零
多
い
。
.
し
か
し
持
高

,

 

y

 

■ 
.

 

■

' 

” 

V
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.
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夫保5 年夫保8 年
戶'  數，飢人戸數[ :

石 右  
9〜8 v 1戶 — ■

8〜r 1 . ■~ ~ ■..

7〜6 1 . _ _ ア

6~ 5 1 • . 1

5〜 4 8 • ■.—

4〜 3 9 • m
3〜 2 19 10
2ッ1 28 13

1 石以下 13 10

合 計 76 37

笫11表 禾 保 6年石高別階層と 

- 夫保8 年飢人書上0 比較

.が
零
細
な
程
飢
人
が
多
い
と
沄
ヶ
と
と
は
こ
の
表
か
ら
は̂い
得
な
い
。.

.そ
こ
で
文
政
四
年(

一
八
ニ
ー
，

)

の

農

間

商

い

及

び

職

人

を

.
こ

れ

と

照

合 

し
て
み
る
と
、
農
間
餘
業
と
飢
饉
の
：影
響
に.關す
る
狀
態
を
知
り
得
る。. 

農
間
商
い
を
し
て
い
る
者
の.中
に
は
、
餾
飩
_
麥
の
商
い
を
し
て
い
持
高 

る
九
斗
六
升
三
合
の
者

1

戶
及
ぴ
そ
の
象
族
が
飢
人
と
し
て.み
ら
れ
る
。

(

第
九
表
參
©
そ

の

他

に

.
は
な
く
、
從
づ
て
一
取
以
下
で
飢
人
に
入
ら 

な
い
'三
人
の
內
ー一

人
ま
で
が
農
間
商
い
の
審
で
あ
る
。
.
次
に
職
人
の
場
合 

.

.は
十
四
人
の
職
人
中
四
人
だ
け
が
肌
人
の
中
に
入
'つ
て
い
る
。
卽
ち
持
高 

.
九
斗
三
合
の.桶
屋
、

一，
石

ニ
斗

一一
か
六
合
の
桶
屋
、
ニ
汩
七
斗
妥
政
四 

年
の
持
高
は
三
石
五
斗
、
升
七
合

)

の
大H

、

一
一
石
三
，斗

九

升

四

合

の

杣
 

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
！

K

い
得
る
こ
と'は
、
い
く
ら
か
の
^
外
を 

除
ぃ
4

は
> 

大
體u

於
て
農
間i

i

か
持6

旮5

吣
ん 

て
す
ん
だ
と1K

ぅ
事
'で
あ
る
。

.

, 

.
ハ
：

.例
え
ば
、
ニ
石
.以
下
の
階
層
で
飢
人
に
入
ら
な
く
て
す
ん
だ.三
人
に
つ
/

H
由
學
會
雜
.誌：

第
四
.十
八
卷
ー
第
ニ
滤

■ 

: 

..九
西

.
'

(

一
八
5

.

い
て
み
る
と
、
そ
の.中
.の1

一
人
.は
.紙
.蠟
燭
い
水
汕
商
い
.を
す
る
農
間
商 

■

人
で
^-
り
、
残

り

の

一

：
人
は

，
持

高

八

斗

五

升

五

合

の

捅

屋

で

あ

る

と

IK

ぅ 

:

事
が
明
確
に
物
語
っ
て
い.る
樣
に
、
す
で
に
こ
の
時
代
澤
井
村
に
於
て
、 

特
に
四
石
以
下
の
零
細
な
賴
層0:
場
合
は
、:.
自

已

の

生

活

：を

さ

さ

ぇ

て

ゆ 

.

.

く
の
.は
、
持
高
め
多
少
と
沄
ぅ
事
で
な
く
し
て
何
ら
か
の
貨
幣
收
入
が
あ 

.
っ
.た
か
杏
か
と
.云
ぅ

事

の

方

が

、

は

る

か

に

大

き

な

意

咪

を

%'
っ

て

い

た 

事
を
知
る
0

\

:
.天
保
七
年
：の
飢
饉
の
際
は
、
村
民
一
般
や
こ
れ
ら
の
飢
人
に
對
し
て
年 

賦
形
式
で
代
官
所
か
：ら
貸
金
：が
行
わ
れ
た
。
卽
ち
、
同
年
四
月
に
三
囘
と 

:

十
二
月
に
一
囘
、
そ
れ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
四
月
の
第
一
囘
の
場 

へ
合
は
ニ
十
五
兩
一
分
が
五
ヶ
年
賦
で
村
役
人
三
軒
を
除
い
て
後
.の
戶
數
で 

等
し
く
割
付
さ
れ
、
第
一®.
ば
金
十
-
兩
三
分
被
不
切
と
し
て
飢
人
三
十 

三

軒(

觀
人
書
上
帳
に
は
三
十
七
軒
と
記
載
さ
れ
て
い
，た
が
、
.拜
借
金
の 

、

.
場
合
は
常
に
三
十
三
軒
と
し
て
見
ら
れ
る

)

'

が
等
し
く
均
等
割
り
ざ
れ
て 

V

い
る
。
又
四
月
金
八
兩
ニ
分
を
五
ヶ
年
賦
で
同
じ
三
十
三
軒
が
人
別
に
均 

等

割

.0
に
拜
借
.し
、
更
に
士
一
月
に
は
金
十
一
兩
三
分
を
第
二
囘
の
場
合 

.

.と同
じ
機
に
貰
い
請
け
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
四
月
ニ
囘
に
わ
た
っ
て
夫 

-
r 

.

.

食(

大
麥
；
■小
麥y. 
ニ
石
九
斗
と
.一
若
五
斗
を
拜
借
し.て
い
る
。

”
，

こ
の
樣
に
數
囘
に
わ
た.っ
て
.の
拜
借
金
や
i
失
食
.が
見
ら
れ
る
が
そ 

/■
の
返
濟
に
っ
い
て
は
、
天
保
九
年
に

「

夫
貪
代
拜
借
返
趴
^

1

1帳」 

が
ー
册
み
.ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
卽
ち
同
帳
に
依
れ
ば
、
八
年
に
拜
借
し 

' 

i

た
八
兩
三
：分
を
三
十
三

i
：

の
人
數
百
七
十
.一
人
で
三
ヶ
年g

,

に
割
合
っ
て 

.

.返
納
す
べ
き2
日
が
記
さ
れ
、
：
一
ケ.年
分
が
こ
.の
'年
、
返

納

さ

れ

て

い

'る
。

そ

の
後
の
.返
濟
に
關
し
v
a史
料
.が
な
く
、
.'
返

濟

が

行

わ

れ

た

：
か

ど

ぅ

か

知 

る
事
が
册
来
な
い
。

.

他
に
天
保
八
年
に
は
飢
鐵
に
•
對
す
る
多
く
の
史
料
が
み
ら
れ
る
が
、
今
' 

そ
の
中
の1

:

つ
を
擧
げ
て
見
よ
ぅ
。
-1

御

申

渡

書

上

帳

」

：
の
：中

の

「

御

請 

m
L
f

ば

飢

辑

か

狀

態

ゆ

關

し

弋

次

^

^

^

述

べ

て
い
る
。、
'
.

■

「

去
秋
己
來
米
I
直I

統
及
難
義
、：
就
中
山
寄
村
方
ハ
夫
食
不
足
致
平 

年
不
食
草
木
之
极
或
ハ
實
を
：取
夫
食

1!

い
た
：し
，
里
方1

一
而
i
木
々
.芳
：

:

草
之
葉
等
夫
食
之
足
し
合
ユ
仕
、
中
ニ
ハ
麁
食
之
故
病
ヲ
生
し
邊
鄙
之 

' 
土
地
パ
平
常
す
ら
醫
藥
不
便
里
方
迄
迚
も
當
時
夫
食
不
足
取
續
方
.一
一
の 

■
み
苦
龍
在
候
折
柄
.
-
一
付
、
自
然
病
'ハ.醫
藥
迄
パ
不
手
廻

可̂
有
之

.>
終
、
 

ニ
 
■ハ
人
命
一
一
も
拘
リ
候
義
深
御
歎
被
爲
思
召,:
御
施
藥
調
，合
被
-:
仰
付 

左
之
通
リ
村
限
リ
御
渡
彼
下.置
候
間
、.
貧
民
病
人
醫
藥
手
當
無
之
も
の 

.

共
江
追
々
称
舆
候
樣
可
仕
旨
承
知
奉
畏
銘
々
難
有
奉
頂
載
候
、
依
之
御 

請
書
差
上
申
候
以
上
+

酉

三

月

： 

' 
上
下
惣
.代
.年

寄

庄

左

衞

門
'

山
本
大
膳
櫟
-

-■
..-
■

.

.
:
.
*

:

御
役
所.

-
■
.

-

未
食
が
高
値
.で
貢
ぅ
事
が
出
来
ず
、.そ
の
た
め
のif

常
食
べ
な
い
罾
ホ 

の
•根
•：實
を
夫
食
と
し
、病
を
起
す
け
れ
ど
も
醫
藥
ま
で
は
手
が
廻
ら
ず
、 

人
叙
に
%：
拘
る
ぐ
と
に
な
る
た
め
代
官
所
よ
り
の
施
樂
を5け
て
.い
る
。 

こ
の
.史
料

、
，
及

び

數

度

の

，

拜

借

金.
.拜
借
夫
炱
€>
.
'史料
に
依
っ
て
、
天
保 

.七
年
の
他
饉
が
か
な
り
の
影
響
を
こ
の
村
に
與
え
た
こ
と
を
知
る
。

■

天
明
三
年
の
卸
作
の
場
合
、
純
粹
農
村
で
な
い
こ
の
村
は
凶
作
の
際
に
.

■ 

■ 

, 

、
. v 

. 

- 

■

,

-

慕
末
期
に
お
.け
る
村
落
窮
乏
の
一.例

:
:

そ

0,
.被
害
が
間
掾
的
で
ぁ
つ
た
と
袞
う
事
を
述
べ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず 

夫
保
七
年
に
.ン

J

の
.樣
な
狀
態
：が
み
ら
れ
る
の
は
、
文
政
年
代
前
後
ょ
り
の
，
 

i
騰
貴
と 
一

K

う
事
、.
.そし
て
そ
れ
に
徵
し
てfl
i
s£
の
如
く
、
農
間
の
稼 

.ぎ
の
不
活
發
さ
.か
ら
勝
く
對
應
し
.て
.行
く

.と

.云
う
事
が
.出
来

に

く

か

.
つ
た 

と
宏
う
事
^
.原p

め1

':
つ
が
ぁ
る
と
思
う
。
文
政
年
代
の

「
御
用
狀
寫 

帳」

に
は
1
引

1̂
げ
に
||
|
す
る
^
«?
か
み
ら
れ
る
樣
に
众
り
、
又
先
に 

述
べ
.た
質
地
價
格
は(

寶
曆
申
が
か
ら
文
政
年
代
ま
で
そ
の
間
を
知
る
事 

が
出
來
な
い
の
で
は
ぁ
る
が.

)

：文
政
四
年
に
截
だ
し
い
上
昇

(

第
四
表
參 

.服)

を
見
せ
て
い
る
0
そ

し

，て

、
寶

曆

ニ

年

、

同

七

年

、

.文
化
七
年
、
文 

政
一
：一
年.の
.入
會
山
の
賢
却
に
ょ
つ
て
も
、
.村
民
生
活
の
不
安
定
の
度
合
が 

濃
く
な
つ
て
き
て
‘い
る
事
を
知
る
。
又
、
こ
れ
と
關
聯
し
て
、
天
保
十
一 

年

の「

無
宿
者
覺
帳」

を
見
る
が
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
、
.無
宿
若
と
な
つ 

て
行
く
者
が
、
文
政
八
年.に1

人
、
文
政
九
年
に
一
人
、
天
保
ニ
年
に
ニ 

人
、
そ
し
て
天
保
十
一
年
に
ニ
人
み
ら
れ
る
。，
こ
の
中
の
一
件
、
天
保
一
一 

年
の
場
合
を
次
に
揭
げ
る。
;
、

'

「

.

武
州
多
摩
郡
濘
井
村
上
分
：

.百
姓
.'

高
六
斗
五
升
六
合
，

.

.パ

.
善

左

衞

門

.

，

家
內
親
子
威
人
.

パ

'當
卯
三
拾
贰
歲

.

.

.

.-
同

人

悴

.、

.
，

. 

'
、

‘

, 

.
松

五

鄉

'

.
,
/ 

V 

. 

•

■•
-■

.當
卯

四

才

.

右
善
衣
衞
.門
義
枠
松
五
郎
召
連
、
當
月
六
日
不
圖
家
出
致
し
候
儘
不
立

■ 

' 

、
九

五

(

一
八
三)
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三
' ®

學

會

雜

誌
.第
四
十
八
卷
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第
二
號
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.

 

.

 
.

 

.
 

,
 

.
 

•

歸
候.11

付
心
當
り
所
ダ
相
尋
候
得
共
行
衞
相
知
不
申
、
尤
同
人
身
分

r

 

;•
•

付
是
迄
出
入
褂
チ
：合
な
ど
、
何
方
ょ
り
も
申
來
候
義
一
切
無
御
座
候
得

. 

..

共
、■
元
來
困
■窮
も
の
1
1
%之
、.:
-
其
上
.妻
義
も
當
四
ヶ
年
己
前
枠
松
五
郞 

.

.出
產
後
無
肫
茂
病
死
仕
候
、
.
抝
後
追
々
困
窮
仕
借
金
借
財
等
相
嵩
、
身 

.

分
難
立
行
存
お
趴
無
沙
汰
ー
ー
家
出
致
し
候
義
テ
も
可
有

•之

、

何
分
一
一

.
而
. 

茂
.心
當
り
.な
ど
無
御
座
候
、
依
而
此
段
御
訴
泰
申
上
候
议
上
.

'

天
保
ニ
卯
年
'

.

. 

' 

甘
善
左
衞
P1

▼.
 

.

. .. 
I

 

i
 

. 

. 

^

百
姓
久
右
衞
門

し

， 

■

㈣
役
人
惣
ヰ

.
/
名
主
孫
兵
衞 

' 

1

と
見
ら
’れ
、
無
© .

者
と
^ .

っ
て
行
く
一
つ
の
形
態
を
知
る
の
で
あ
る
。

以
上
窮
乏
の
頂
點
と
し
て}

k

明
三
年
の
飢
謹
と
天
保
七
年
の
飢
謹
に
っ 

い
て
述
べ
、
そ
れ
ら
が
こ
の
村
に
及
ぽ
し
た
影
響
を
、
早
く
か
ら
貨
幣
經 

濟
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
対
と
し
て
の
特
殊
性
の
內
に
、.
如
何
に
作 

用
しv

い
る
か
を
見
て
來
た°

農
間
の
稼
ぎ
が
、..貧
弱
な
農
業
と
未
分
離
の.ま
ま
事
業
化
せ
ず
、
又
農 

間
餘
業
が
持
高
三
石
以
下
の
階
層
に
依
勹
て
生
活
を
さ
さ
え
る
た
め
に
の 

み
行
わ
れ
た
こ
の•村
で
は
、
そ
れ
ら
の
副
業
で
ざ
え
、
農
民
の
生
活
に
大 

き
な
比
重
を
持.た
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
に
依
る 

資
本
の
蓄
積
及
び
經
營
の
進
展
は
全
く
期
待
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

九
六 

' (

.一
八
四)

第
四
十
八
卷
第
三
號

-;
目
次

.

:

.

•

 

-

 -

 

■

. 

.

■ヒ
ッ
ク
ス
の

「

厚
生
國
家
に
於
け
る
租
税
政
策

」

に
つ 

い
.て

■.
高
.，ホ
壽
一 

推

定

値

の

性

質

と

許

容

限

界
.
.佐

、
藤

保

 

/

ホ
ッ
ブ
ス
經
濟
思
想
の

一
考
察
，

㈠

梅

谷

泰

夫

.資
 

料

4

 

-

 

.
1

イ
タ
リ
，ヤ
に
お
け
る
社#

民
主
主
義
と
フ
ァ
シ
ス
ト
罾_

.

飯
_

田

鼎

,
書
評
及
び
紹
介
 

•

.

經

濟

學

關

係

文

獻

目

錄

.


